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大気中炭酸ガス濃度上昇が人体に与える影響の
調査
（東京医科大学第四学年）
○秋好　沢諭，赤羽　学爾，東　　一成，
　井関　　亮，井原　正裕，加世田哲平，
　作田　慶輔，佐々木　徹，鴫原　上弓，
　角谷　　智，田村　利之，千葉　晋平
（生化学）
　友田　嘩夫
　東京のような大都市においては車や工場から炭酸
ガスが大量に放出され，地球温暖化の原因の一つとし
て懸念されている．しかしながら，炭酸ガスは毒性が
低いことから大都市の住民の健康への影響について
は充分に考慮されていない．「東京医科大学基礎医学
自主研究」で1995年来，毎年12月に行なっている調
査により，東京における大気中の炭酸ガス濃度（地上
数十メートル以内）は既に500ppmから600　ppmま
でに増加していることが明らかになった．この値は，
公的機関の発表によるもの（350ppm）と比べ大きな
差がある．また，締め切った室内では炭酸ガス濃度は
1，500ppm以上に上昇することも冬場では普通である
ことが本自主研究の調査で示されてきた．
　一方，大気中の炭酸ガスは肺から吸入されたのち血
液中のカーボニックアンヒドラーゼの作用により重
炭酸イオンに変化する．この重炭酸イオンは血液中で
過剰に生産されると閾値の23mMを越えて尿へ排泄
される．これまで，尿中の重炭酸イオン濃度はほとん
どゼロであると考えられてきた．それはその測定デー
タが約50年前のものであり，大気中の炭酸ガス濃度
も低い状況下での測定であった．私達は尿中の重炭酸
イオンや尿のpHを生化学的に測定したところ，重炭
酸イオン濃度は数ミリモル濃度から数十ミリモル濃
度という非常に高濃度に増加していることを見いだ
した．これらの結果は高濃度の炭酸ガスに長時間暴露
されると，血液の酸塩基平衡がくずれ，酸性血症が引
き起こされている可能性があることを示唆している．
本研究では，東京都とその周辺地域の大気中炭酸ガス
濃度を測定するとともに，炭酸ガスが上昇した室内に
長時間滞在した場合の尿中の重炭酸イオン濃度，NOx
代謝物濃度，pHなどの変動を詳しく検討を行い，炭酸
ガスの生体に及ぼす影響を推測した．
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アミロイド沈着を伴うancient　hematoma：5例
の臨床病理学的検討
（病理学第一）
○松林　　純，石田
　泉　　美貴，向井
剛，黒田　雅彦，
清
　Ancient　hematoma（AH）は年余にわたり徐々に増
大する血腫で，過去に外傷や手術などの既往がある例
もある．また，AHの中には画像上軟部腫瘍との鑑別
が困難な症例も認められる．
【方法】東京医科大学病院，東京大学医学部付属病院
にて病理学的に診断されたAH5例について，アミロ
イド沈着の有無を中心に臨床病理学的に検討した．
【結果】年齢は37歳～57歳で，全例男性であった．背
景には外傷の既往（1例）や血友病（1例）があり，術
前の臨床診断は血腫3例，軟部腫瘍2例であった．腫
瘤は最大径6～24cmで，組織学的には線維性被膜を
伴う二二性血腫であった．5例全例にDFS染色で陽
性，簡易偏光による観察で緑色の複屈折を示すアミロ
イドの沈着が線維性被膜に認められた．1例ではアミ
ロイド沈着部位周囲に異物反応や小血管の増生が観
察された．アミロイドは過マンガン酸処理にて陰性化
せず，免疫組織化学的にP－component陽性，　AA
amyloid陰性であった．
【考察】AHではこれまでアミロイド沈着例の報告は
ないが，我々の検索したAH全例にアミロイド沈着が
認められており，本疾患の特徴的な所見であると考え
られる．AHにおけるアミロイド沈着の機序は不明で
あるが，その成り立ちは極めて長期間にわたることが
関与している可能性がある．
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脊柱靱帯骨化症の発症機序におけるTG：Fβ1／
Smad　signalingの役割と，核内転写調節因子
NFxB動態の影響についての研究
（整形外科学）
○小坂　泰一，今給黎篤弘
【目的】当教室ではこれまでの脊柱靭帯骨化症（以下
OSL）に関する研究において，核内転写調節因子
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